
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

十
月
一
日
（
日
）
、
午
前
八
時

三
十
分
、
震
度
六
弱
の
地
震
発

生
を
想
定
し
た
「
北
条
地
区
防

災
訓
練
」
を
北
条
中
学
校
を
会

場
に
実
施
し
ま
し
た
。
全
参
加

者
は
八
百
五
十
人
。 

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
を
中
止

し
て
ま
で
実
施
し
た
こ
の
訓
練

の
目
的
は
、
中
越
地
震
で
数
多

く
残
し
た
課
題
を
教
訓
に
、
二

十
一
の
全
町
内
会
が
立
ち
上
げ

た
自
主
防
災
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
核
と
し
た
地
区
災
害
対
策

本
部
と
の
情
報
収
集
伝
達
体
制

の
確
立
に
あ
り
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
防
災
が
特
別
な
こ
と

で
は
な
く
な
っ
た
今
日
、
い
つ

襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
、
地
域
住
民
が
相
互

に
助
け
合
う
防
災
体
制
の
整
備

と
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
も

目
的
の
一
つ
で
し
た
。 

       
訓
練
は
第
一
部
と
第
二
部
で

構
成
。
第
一
部
は
地
域
内
の
連

絡
体
制
を
確
認
。
第
二
部
は
、

地
域
の
各
団
体
や
陸
上
自
衛

隊
、
消
防
署
、
行
政
な
ど
の

公
的
機
関
と
連
携
し
、
多
彩

な
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
し

ま
し
た
。 

特
に
前
日
か
ら
の
作
業
を
要
し

た
倒
壊
家
屋
の
設
営
に
は
、
北

条
商
工
会
建
築
部
会
の
皆
さ
ま

が
全
面
的
に
ご
支
援
く
だ
さ

り
、
迫
力
あ
る
人
命
救
助
訓
練

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

  

こ
の
た
び
災
害
弱
者
支
援
の

た
め
の
「
要
援
護
者
台
帳
」
も

作
成
し
ま
し
た
。
い
ざ
と
な
っ

た
ら
近
所
の
助
け
合
い
で
す
。

み
ん
な
で
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

地
域
懇
談
会
が 

 

開
催
さ
れ
ま
す 

 

柏
崎
市
で
は
「
住
み
や
す
い

地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
懇
談
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
主
に
地
域
づ
く
り
を
観

点
と
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
懇

談
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。 各
地
域
の
日
程
は
広
報
「
か

し
わ
ざ
き
」（
九
月
五
日
号
）
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
北

条
地
区
は
、
十
月
六
日
（
金
）

午
後
七
時
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
和
室
に
お
い
て
開

催
い
た
し
ま
す
。 

 

当
日
は
市
長
お
よ
び
担
当
の

部
課
長
が
出
席
す
る
ほ
か
、
地

域
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
総
代

会
を
は
じ
め
各
団
体
の
方
々
が

参
集
し
、
意
見
交
換
・
懇
談
し

ま
す
。 

  

       

総
代
会
の
地
域
活
性
化
検
討

委
員
会
で
は
、
十
九
年
度
の
地

域
振
興
に
関
す
る
要
望
を
検
討

し
、
市
当
局
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

  

後
日
、
市
よ
り
回
答
を
い
た

だ
い
た
の
ち
皆
さ
ま
に
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。 

 

○ 

主
要
道
路
「 

柏
崎
・
越
路

線
」
鹿
島
～
山
澗
間
の
歩
道

拡
幅
の
早
期
完
成
に
つ
い
て

○ 

市
道
改
良
工
事
に
つ
い
て

▽
２
２
―
１
３
２
号
線 

 

大
広
田
～
八
石
林
道
舗
装
工

事
の
再
開 

 
 

▽
２
２
―
７
１
号
線(

船
岡 

     

越
）
拡
幅
と
山
頂
部
切
り
下

げ
に
よ
る
傾
斜
緩
和 

○ 

長
鳥
川
河
川
の
雑
木
排
除 

○ 

北
条
地
域
内
に
お
け
る
携

帯
電
話
の
不
通
話
箇
所
の
解

消(

災
害
時
等
に
備
え
る)

 

 

以
上
の
ほ
か
、 

旧
商
工
会
跡

地
を
引
き
続
き
借
用
し
、
現
在

は
砕
石
の
ま
ま
駐
車
場
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

大
型
車
の
乗
り
入
れ
も
可
能
に

な
り
ま
し
た
が
、
砕
石
地
の
た

め
回
転
場
お
よ
び
除
雪
作
業
が

困
難
と
な
っ
て
お
り
、
舗
装
工

事
を
要
望
し
ま
し
た
。 
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くりはら のあ 

～ 

中
越
大
震
災
か
ら
二
周
年 

～ 

  

防
災
訓
練
で
地
域
内
の
連
携
を
確
認 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
協
議
会  

江
尻  

東
磨 

住
み
や
す
い
地
域
作
り
を
目
指
し
て 

平
成
十
九
年
度
へ
向
け 

市
へ
要
望
書
提
出 

総
代
会
長 

 
 
 

加
藤 

 
 

保 
 
 

地域環境室 
がんばっています！
昨年、大看板を企画制作した

地域環境室が今年はコミュニテ

ィセンター内外の整備に力を注

いでいます。 

コミセンの玄関を入ると、手

づくりのテーブルとほのぼのと

した懐かしさを感じる丸太の椅

子が迎えてくれます。 

また、旧商工会跡地の一角に

は井戸水を利用した池や憩いの

緑地、素朴なベンチなどが作ら

れつつあります。外はまだ作業

中ですが、雪降り前には完成し

た姿を住民の皆さまにお見せで

きるものと思います。 


